
(57)【要約】

【目的】　施工性に優れ、強度面でも従来のものに勝る

柱の固定構造を実現することを目的とする。

【構成】　アンカーボルト４の先端に雄ねじを刻み、こ

の雄ねじに少なくとも両端に雌ねじが刻まれている長ナ

ット５の一端を螺合して取付け、さらに長ナット５の他

端に軸ボルト６に設けられた雄ねじを螺合して挿入し、

これによって軸ボルト６を長ナット５を介してアンカー

ボルト４に接合し、軸ボルト６を柱３に締結する。これ

によってアンカーボルト４と軸ボルト６とで基礎１と土

台２と柱３とを一体化させて、土台２と柱３を固定する

。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
金 具 接 合 法 を 用 い て 引 抜 き 力 を 負 担 す る 柱 の 固 定 構 造 に お い て 、
　 ア ン カ ー ボ ル ト に 柱 固 定 用 ボ ル ト を 接 合 し 、 こ の 接 合 し た ボ ル ト に よ り 基 礎 と 土 台 と 柱
と を 一 体 化 さ せ て 、 前 記 土 台 の 固 定 と 前 記 柱 の 固 定 と を 行 う こ と を 特 徴 と す る 柱 の 固 定 構
造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ア ン カ ー ボ ル ト と 前 記 柱 固 定 ボ ル ト と は 、 長 ナ ッ ト に よ っ て 接 合 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 1に 記 載 の 柱 の 固 定 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 建 築 物 の 柱 を 基 礎 に 固 定 す る た め の 固 定 構 造 に 関 し 、 特 に 木 造 建 築 物 に お い
て 柱 の 脚 部 を 基 礎 に 固 定 す る た め の 固 定 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 木 造 の 柱 を コ ン ク リ ー ト の 基 礎 上 に 安 定 に 固 定 す る 方 法 と し て 、 従 来 か ら 基 礎 に ア ン カ
ー ボ ル ト を 埋 め 込 み 、 こ の ア ン カ ー ボ ル ト で 柱 を 支 持 す る 方 法 が 採 ら れ て い た 。
　 図 ３ に 、 従 来 の 柱 の 固 定 構 造 の 一 例 を 示 す 。 木 造 の 土 台 ２ ２ は コ ン ク リ ー ト 基 礎 ２ １ 上
に 固 定 さ れ て お り 、 こ の 土 台 ２ ２ の ホ ゾ 穴 に 柱 ２ ３ の ホ ゾ 凸 部 ２ ９ が 挿 入 さ れ て 立 設 さ れ
て い る 。 ア ン カ ー ボ ル ト ２ ４ は コ ン ク リ ー ト 基 礎 ２ １ に そ の 一 端 が 埋 設 さ れ て い て 、 土 台
２ ２ に 設 け ら れ た 貫 通 孔 ２ ６ を 通 し て 柱 ２ ３ の 近 傍 に 立 ち 上 が っ て い る 。 そ う し て 、 こ の
ア ン カ ー ボ ル ト ２ ４ を 取 り 付 け ら れ た 接 続 用 金 具 ２ ５ を 介 し て 柱 ２ ３ に ビ ス 止 め す る こ と
で 、 柱 ２ ３ と ア ン カ ー ボ ル ト ２ ４ を 締 結 す る 。
　 こ れ に よ り 、 柱 ２ ３ を 含 む 耐 力 壁 部 分 に 係 る 引 抜 き 力 が 、 基 礎 ２ １ に 直 接 伝 達 さ れ 、 基
礎 ２ １ と 柱 ２ ３ と の 締 結 が 強 固 に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 さ ら に 、 金 具 接 合 法 の 場 合 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 柱 ２ ３ の 内 部 に 縦 穴 を 設 け 、 そ の 内 部
に ホ ゾ パ イ プ ２ ７ 又 は 支 持 シ ャ フ ト を 立 て て 、 こ の ホ ゾ パ イ プ ２ ７ 又 は 支 持 シ ャ フ ト を 貫
通 す る ド リ フ ト ピ ン ２ ８ を 柱 ２ ３ 及 び 土 台 ２ ２ に そ れ ぞ れ 打 っ て 固 定 す る 。
　 こ の よ う な 方 法 で 、 柱 ２ ３ の 縦 方 向 に 発 生 す る 引 抜 き 力 に 抗 し て 柱 ２ ３ が ホ ゾ 穴 か ら 抜
け る の を 防 ぐ こ と が で き 、 地 震 や 暴 風 な ど に 対 し て 安 全 な 木 造 建 築 を 構 築 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 従 来 の 方 法 に よ る と 、 柱 ２ ３ に そ っ て 立 ち 上 が っ て い る ア ン
カ ー ボ ル ト ２ ４ の 長 さ が 長 い ほ ど 、 ボ ル ト の 弾 性 力 を 用 い て 柔 構 造 の 安 定 し た 支 持 が で き
、 か つ 施 工 誤 差 を 吸 収 す る こ と が で き る た め 、 ど う し て も ア ン カ ー ボ ル ト ２ ４ が 長 く な り
、 そ の 長 い ア ン カ ー ボ ル ト ２ ４ を 土 台 ２ ２ に あ け た 貫 通 穴 ２ ６ に 通 さ ね ば な ら な い こ と で
、 施 工 性 が 悪 い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め 、 例 え ば 、 上 部 構 造 体 （ 建 物 ユ ニ ッ ト ） に 固 定 し た ホ ー
ル ダ ウ ン 金 物 に 連 結 し た 上 ボ ル ト と 、 下 部 構 造 体 （ 基 礎 ） に 連 結 し た 下 ボ ル ト と を タ ー ン
バ ッ ク ル で 接 合 す る よ う に し た 発 明 （ 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） や 、 柱 に 固 定 し た ホ ー ル ダ ウ ン
金 物 と 土 台 を 基 礎 上 に 固 定 す る ア ン カ ー ボ ル ト に 上 端 と を 接 続 部 材 （ ワ イ ヤ ー ロ ー プ ） で
接 続 し た 発 明 （ 特 許 文 献 ２ 又 は 特 許 文 献 ３ 参 照 。 ） な ど が 報 告 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 前 者 は 、 基 礎 上 の 土 台 部 分 に タ ー ン バ ッ ク ル を 回 転 す る た め の 横 穴 が 必
要 で あ り 、 木 造 建 築 の 土 台 に は そ の ま ま 適 用 す る こ と が 難 し い し 、 土 台 の 転 び 止 め を 別 途
設 け る 必 要 が あ る と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 後 者 は 、 ワ イ ヤ ー ロ ー プ に よ る 接 続 で あ る た
め 、 柱 と 土 台 の 間 に が た が 生 じ や す く 、 こ の が た ぶ ん だ け 地 震 な ど の 場 合 に 上 下 に 振 動 を
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生 じ 易 い と い う 問 題 が あ っ た 。
　 ま た 、 ア ン カ ー ボ ル ト が 土 台 に 固 定 さ れ て い な い と 、 柱 に 引 抜 き 力 が 加 わ っ た 場 合 、 土
台 が 割 裂 し て 柱 の 固 定 が 解 除 さ れ る と い う 虞 が あ っ た 。 そ れ を 補 う た め に 、 基 礎 に 特 殊 な
接 合 金 具 を 取 り 付 け 、 そ の 金 具 に 土 台 と 柱 を そ れ ぞ れ 別 に 固 定 す る 方 法 も 採 ら れ て い る が
、 施 工 が 煩 雑 に な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ２ ８ ４ ３ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ７ ９ ８ ３ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － １ ４ ７ ９ ８ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 述 の よ う に 、 従 来 の 柱 の 固 定 方 法 は 施 工 性 の 面 や 強 度 上 の 面 で 問 題 が あ っ た 。 本 発 明
は 、 比 較 的 簡 単 な 方 法 で こ の 問 題 を 解 決 し て 、 施 工 性 に 優 れ 、 土 台 の 割 裂 を 防 ぐ こ と が で
き 、 強 度 面 で も 従 来 の も の に 勝 る 柱 の 固 定 構 造 を 実 現 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 1に 記 載 の 柱 の 固 定 構 造 は 、 金 具 接 合 法 を
用 い て 引 抜 き 力 を 負 担 す る 柱 の 固 定 構 造 に お い て 、 ア ン カ ー ボ ル ト に 柱 固 定 用 ボ ル ト を 接
合 し 、 こ の 接 合 し た ボ ル ト に よ り 基 礎 と 土 台 と 柱 と を 一 体 化 さ せ て 、 前 記 土 台 の 固 定 と 前
記 柱 の 固 定 と を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 の 柱 の 固 定 構 造 は 、 請 求 項 1に 記 載
の 柱 の 固 定 構 造 に お い て 、 前 記 ア ン カ ー ボ ル ト と 前 記 柱 固 定 ボ ル ト と は 、 長 ナ ッ ト に よ っ
て 接 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う に 構 成 し た た め 、 基 礎 と 柱 と を 締 結 す る ボ ル ト 部 分 を 切 り 分 け る こ
と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 施 工 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。 さ ら に 柱 に か か る 引 抜 き 力 を
直 接 基 礎 に 伝 え る こ と が で き の で 、 強 度 面 で も 優 れ て い る 。 ま た 、 こ の 固 定 構 造 が 基 礎 上
を 土 台 が ず れ て 移 動 す る こ と を 防 ぐ 転 び 止 め の 機 能 を 兼 ね 備 え る の で 、 引 抜 き 力 に よ る 土
台 の 割 裂 を 防 ぐ こ と が で き 、 強 度 面 、 施 工 面 で の 無 駄 を 少 な く で き る と い う 効 果 も 有 し て
い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 図 面 に そ っ て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 柱 の 固 定 構 造 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。 図 １ に お い て
、 符 号 １ は 基 礎 、 符 号 ２ は 土 台 、 符 号 ３ は 柱 、 符 号 ４ は ア ン カ ー ボ ル ト 、 符 号 ５ は 長 ナ ッ
ト 、 符 号 ６ は 軸 ボ ル ト 、 符 号 ７ は 接 続 用 金 具 、 符 号 ８ は 貫 通 穴 、 符 号 ９ は 座 金 、 符 号 １ ０
は ワ ッ シ ャ 、 符 号 １ １ は ナ ッ ト 、 符 号 １ ２ は ホ ゾ パ イ プ あ る い は 支 持 シ ャ フ ト 、 符 号 １ ３
は ド リ フ ト ピ ン 、 符 号 １ ４ は 柱 側 ホ ゾ パ イ プ 装 着 穴 、 符 号 １ ５ は 土 台 側 ホ ゾ パ イ プ 装 着 穴
、 符 号 １ ６ は ド リ フ ト ピ ン 装 着 穴 、 符 号 １ ７ は ホ ゾ パ イ プ 固 定 ピ ン で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 柱 ３ を 立 て る 際 に は 、 土 台 ２ の 土 台 側 ホ ゾ パ イ プ 装 着 穴 １ ５ に 固 定 さ れ た ホ ゾ パ イ プ あ
る い は 支 持 シ ャ フ ト １ ２ に 柱 ３ に 設 け ら れ た 柱 側 ホ ゾ パ イ プ 装 着 穴 １ ４ を 被 せ る よ う に し
、 柱 ３ を 立 設 す る 。 そ の 後 、 柱 ３ に 設 け ら れ た ド リ フ ト ピ ン 装 着 穴 １ ６ に ド リ フ ト ピ ン １
３ を 打 っ て ホ ゾ パ イ プ （ 支 持 シ ャ フ ト ） １ ２ に 設 け ら れ た 貫 通 孔 を 通 す よ う に し て 柱 ３ と
ホ ゾ パ イ プ （ 支 持 シ ャ フ ト ） １ ２ と を 固 定 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 方 、 基 礎 １ に そ の 一 端 を 埋 設 し て ア ン カ ー ボ ル ト ４ を 立 て て お く 。 ア ン カ ー ボ ル ト ４
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の 上 端 部 に は 長 ナ ッ ト ５ を 螺 合 さ せ る た め の 雄 ね じ が 刻 設 さ れ て い る 。 こ の ア ン カ ー ボ ル
ト ４ に 土 台 ２ の 厚 み よ り も や や 短 い 長 さ の 長 ナ ッ ト ５ を ね じ 入 れ て 、 土 台 ２ の 貫 通 穴 ８ に
通 し て お く 。 こ の 長 ナ ッ ト ５ に は 少 な く と も 両 端 に 雌 ね じ が 切 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 柱 ３ を 立 設 し た の ち 、 こ の 長 ナ ッ ト ５ に 下 端 に 雄 ね じ が 切 ら れ た 軸 ボ ル ト ６ を ね じ 込 ん
で 、 軸 ボ ル ト ６ を 柱 ３ の 側 に 添 え て 立 ち 上 が ら せ る 。 こ の 際 に 、 軸 ボ ル ト ６ の 雄 ね じ 部 分
に ナ ッ ト １ １ を 仮 留 め し て お き 、 さ ら に 、 ワ ッ シ ャ １ ０ と 座 金 ９ の 組 付 け 穴 を 予 め 軸 ボ ル
ト ６ に 通 し て お く 。 こ の 状 態 で 、 軸 ボ ル ト ６ の 上 部 を 接 続 用 金 具 ７ を 介 し て 柱 ３ に 固 定 す
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 接 続 用 金 具 ７ は 、 例 え ば 、 図 ２ に 示 す ホ ー ル ダ ウ ン 金 物 の よ う な 金 具 で あ る 。 こ の ホ ー
ル ダ ウ ン 金 物 は 柱 ３ に 固 定 す る 固 定 面 ３ ２ と 、 こ の 固 定 面 ３ ２ に 対 し て 垂 直 な 台 座 面 ３ ３
と を 有 し 、 固 定 面 ３ ２ を ボ ル ト ３ ４ で 柱 ３ に 固 定 し 、 台 座 面 ３ ３ に 設 け ら れ た 貫 通 孔 に 軸
ボ ル ト ６ の 上 端 ボ ル ト 部 ６ ａ を 通 し て ナ ッ ト ３ １ で 締 め る こ と で 、 軸 ボ ル ト ６ と 柱 ３ を 固
着 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 最 終 的 に は 、 柱 ３ を 中 心 に 耐 力 壁 の 面 材 が 張 ら れ た 状 態 で 、 長 ナ ッ ト ５ と ナ ッ ト １ １ を
締 め 直 し 、 ワ ッ シ ャ １ ０ と 座 金 ９ と を 介 し て ナ ッ ト １ １ で 土 台 ２ を 基 礎 １ に 固 定 す る よ う
に 締 め 付 け 、 最 後 に ナ ッ ト ３ １ を 締 め て 本 締 め す る 。
　 こ の よ う に す る こ と で 、 軸 ボ ル ト ６ は 長 ナ ッ ト ５ を 介 し て ア ン カ ー ボ ル ト ４ に 直 結 さ れ
る 。 そ う し て 軸 ボ ル ト ６ は 接 続 用 金 具 ７ で 柱 ３ に 固 定 さ れ 、 ア ン カ ー ボ ル ト ４ は 基 礎 1に
埋 め こ め ら れ て い る の で 、 こ れ に よ っ て 柱 ３ と 基 礎 １ と が 緊 結 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 と こ ろ で 、 長 ナ ッ ト ５ の 長 さ は 土 台 の 厚 み よ り も 短 く 、 ナ ッ ト １ １ を 締 め る こ と で 座 金
９ に よ っ て 土 台 ２ は 基 礎 １ に 押 し 付 け ら れ る 。 し た が っ て こ の 構 造 に よ っ て 、 基 礎 １ と 土
台 ２ と 柱 ３ と を 一 体 化 す る こ と が で き 、 柱 ３ を 基 礎 １ に 結 合 す る と 共 に 、 土 台 ２ を 基 礎 １
に 締 め 付 け 、 基 礎 １ 上 で 土 台 ２ が 移 動 す る こ と を 防 止 す る 転 び 止 め の 役 割 も 果 た す 。 し た
が っ て 、 引 抜 き 力 が 加 わ っ て も 土 台 ２ が 割 裂 す る こ と ガ な く 、 従 来 の 約 ２ 倍 に 近 い 高 強 度
の 固 定 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の 説 明 で は 、 接 続 用 金 具 ７ を 図 ２ に 示 す よ う な ホ ー ル ダ ウ ン 金 物 と し て 説 明 し た が
、 軸 ボ ル ト ６ と 柱 ３ を 安 定 に 固 着 す る こ と が で き る 金 具 で あ れ ば 、 他 の 構 成 の 金 具 で あ っ
て も 差 し 支 え な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 に 述 べ た よ う に 、 本 発 明 の 柱 の 固 定 構 造 に よ る と 、 比 較 的 簡 単 な 構 成 と 容 易 な 施 工
性 で 、 柱 を 引 抜 き 力 に 抗 す る よ う に 強 い 強 度 で 基 礎 に 固 定 す る こ と が で き る の で 、 木 造 建
築 の 耐 震 性 、 耐 暴 風 性 を 高 め る こ と が で き 、 建 築 の 分 野 で 広 い 利 用 の 可 能 性 が 生 ま れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 柱 の 固 定 構 造 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 接 続 用 金 具 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 柱 の 固 定 構 造 の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 柱 の 固 定 構 造 の 他 の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 １ 　 　 基 礎
　 　 ２ 　 　 土 台
　 　 ３ 　 　 柱
　 　 ４ 　 　 ア ン カ ー ボ ル ト
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　 　 ５ 　 　 長 ナ ッ ト
　 　 ６ 　 　 軸 ボ ル ト
　 　 ６ ａ 　 上 端 ボ ル ト 部
　 　 ７ 　 　 接 続 用 金 具
　 　 ８ 　 　 貫 通 穴
　 　 ９ 　 　 座 金
　 　 １ ０ 　 ワ ッ シ ャ
　 　 １ １ 　 ナ ッ ト
　 　 １ ２ 　 ホ ゾ パ イ プ あ る い は 支 持 シ ャ フ ト
　 　 １ ３ 　 ド リ フ ト ピ ン
　 　 １ ４ 　 柱 側 ホ ゾ パ イ プ 装 着 穴
　 　 １ ５ 　 土 台 側 ホ ゾ パ イ プ 装 着 穴
　 　 １ ６ 　 ド リ フ ト ピ ン 装 着 穴
　 　 １ ７ 　 ホ ゾ パ イ プ （ 支 持 シ ャ フ ト ） 固 定 ピ ン
　 　 ２ １ 　 基 礎
　 　 ２ ２ 　 土 台
　 　 ２ ３ 　 柱
　 　 ２ ４ 　 ア ン カ ー ボ ル ト
　 　 ２ ５ 　 接 続 用 金 具
　 　 ２ ６ 　 貫 通 穴
　 　 ２ ７ 　 ホ ゾ パ イ プ
　 　 ２ ８ 　 ド リ フ ト ピ ン
　 　 ２ ９ 　 ホ ゾ 凸 部
　 　 ３ １ 　 ナ ッ ト
　 　 ３ ２ 　 固 定 面
　 　 ３ ３ 　 台 座 面
　 　 ３ ４ 　 ボ ル ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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